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● 交付要件

● 連携校

● 補助金の内容

岡山市では、IT・デジタルコンテンツ分野の専門的な技術を持つ人材の働く場の創出や育成をするため、市内専門学校と連携協定を
締結し、企業誘致や人材育成に取り組んでいます。

学校法人第一平田学園
中国デザイン専門学校

学校法人三友学園
専門学校岡山情報ビジネス学院

学校法人大原学園
岡山情報ＩＴクリエイター専門学校

学校法人貝畑学園
専門学校岡山ビジネスカレッジ

IT・デジタルコンテンツ産業

新規常用
雇用者数

バックオフィス

��人以上

岡山市ＩＴ・デジタルコンテンツ産業等推進事業補助金

IT・デジタルコンテンツ産業誘致・人材育成連携事業

ＩＴ・デジタルコンテンツ産業への立地支援

● ソフトウェア業※� ● インターネット附随サービス業※�

● 映画・ビデオ制作業 ● アニメーション制作業　　 ● デザイン業
※業種については、総務省「日本標準産業分類」を参照
※� 受託開発ソフトウェア業、組込みソフトウェア業、パッケージソフトウェア業、ゲームソフトウェア業
※� ポータルサイト・サーバ運営業、アプリケーション・サービス・コンテンツ・プロバイダ、インターネット利用サポート業

IT・デジタル
コンテンツ産業

経理・会計、総務、労務、管理などの間接部門の業務受託やデータ入力等の
事務作業を集約的に行う事業所バックオフィス

【賃 料 補 助 金】 事業所年間賃料及び共益費 × 1/4 × 3年間分　※限度額 300万円／年

【人材確保奨励金】 市内に住所を有する新規常用雇用者数 × 60万円　（障がい者は120万円）

【設 備 補 助 金】 事業所整備費（施設整備費、事務機器購入費）× 1/2
 ※限度額　［IT・デジタルコンテンツ産業］500万円　　［バックオフィス］300万円
 新規常用雇用者�人以上�人未満のサテライトオフィスの場合　���万円

● ゲームプログラミングコース
● CG・映像制作コース
● Webデザインコース
● グラフィックデザインコース
● システム開発コース

● アニメ・イラスト学科
● eスポーツビジネス学科
●ファッション学科

● ビジュアルデザイン科
● ITデジタルクリエイター科
●ファッションデザイン科
● 総合デザイン科

● 情報スペシャリスト学科
● 情報システム学科
● ゲームクリエイター学科
● ゲームプログラマー学科
●ＣＧデザイン学科
● ネット・動画クリエイター学科

今回のパンフレットは「わかりやすさ」を意識して制作しました。表紙に入れる文字
数を少なくしてイラストも大きくシンプルな構成にすることで、見た人がすぐにどん
なパンフレットか分かるように工夫しました。このパンフレットが多くの企業にとって
岡山市に興味を持つきっかけになればと思います。

岡山市にある物をモチーフに制作することにこだわりました。ユニークなデ
ザインにできたと思うので、少しでも企業との打ち合わせなどの場を和ませ
られたら良いなと思います。

表面には、読みやすさを意識し、晴れの国岡山と、太陽で美しく育つ桃やピ
オーネ・マスカットに見立てたロゴ、裏面にはそれらを楽しむ可愛らしい桃
太郎達のイラストを描くことで、岡山市の魅力が分かりやすく、親しみやすく
伝わるようなノートになるよう心掛けました。このデザインを通じて、より岡
山市の良さが伝わればと思います。

今回制作した作品、「実は穴場な岡山市」は、あまり知られていない、
岡山市で企業を経営する利点をまとめた動画です。アニメーション
やイラストでわかりやすく、楽しく表現しました。この動画を通じて、
岡山市を知っていただくきっかけになればと思っています。

中国デザイン専門学校　田中 千尋 さん

専門学校岡山情報ビジネス学院　難波 仁胡 さん

岡山情報ITクリエイター専門学校　梅木 絵里名 さん

専門学校岡山情報ビジネス学院　チーム名：クリクリクリーム

パンフレット

トートバッグ

ノート

動画

都市部企業から専門学校の講座への講師招聘
県外のゲームソフトウェア業やアニメーション制作業等の企業の方に、市内専門学校が開催する単発講座や講演会等の
講師としてお越しいただいています。
講師派遣をしていただいた企業が岡山市に事業所を立地する際、前ページのIT・デジタルコンテンツ産業等推進事業補
助金の要件を満たせば設備補助金の限度額が�倍、賃料補助金の補助率・限度額が�倍になります。

人材の育成に携わってみませんか？

専門学校が持つ企業情報などを活用した企業誘致活動
様々な県外企業へアプローチしています。

その

1
企業誘致活動用グッズデザイン・動画コンテスト
企業誘致で使用するグッズのデザインや動画を専門学生から募集し、選定しています。
与えられたテーマに沿った作品を制作し、発表する力を養うことも目的としています。

その

2

その

3

● 令和４年度選定作品と制作者の声

（写真右奥から） 苅田 玻優世 さん、 岩下 怜央 さん、 佐藤 琢磨 さん、 神農 はるな さん、 小山 恵理花 さん

（写真右手前から） 山本 梨々子 さん、 太田 好葉 さん

企業立地関係支援制度

専門学校との連携取組をご紹介


